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人口 18人
ねこ 約100匹

※十島村役場公式サイトより

十島村（中之島）

人口 154人
ねこ 約100匹



doubutukikin

doubutukikinスケジュール
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日付 時間

7/14 13：00～ 手術室設営
全員でミーティング 自己紹介
捕獲、手術開始

7/15～7/16 8：45～

9：00
17：00
夜間

朝礼 持ち場についての説明
獣医による手術後の猫の確認後、猫をリターン
手術開始
手術終了
定期的に猫の見守り

7/17 8：45
9：00
13：00

終礼
獣医による手術後の猫の確認後、猫をリターン
島所有の船で帰路（どうぶつ基金スタッフ）



doubutukikin

doubutukikin地域の特徴
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申請事業の背景・必要性及び目的

中之島の人口154人（2019年12月末時点）に対し、猫の数は約100頭に
達している。

島内には３地区の集落があり、うち２つの集落で猫の大量繁殖を確認。
1つの集落では、住民が避妊去勢手術をしていない猫と一緒に移住し、約70頭
にまで繁殖してしまった。すでに飼い主が自力で対応することが難しい状況で、糞
尿被害や発情期の鳴き声などを不快に思う近隣住民とトラブルになっている。
もう１つの集落でも同様、数年前に避妊去勢手術をしていない猫が持ち込まれ
たことが発端となり、現在約30頭を確認している。こちらの集落ではトラブルは起
きていないが、近隣住民は今後も猫が増え続けるのではないかという不安を抱え
ている。

このままでは、さらなる住民トラブルの発展につながるだけではなく、観光資源にも
大きな影響を及ぼしかねず、早急な対応が必要である。



doubutukikin

doubutukikinボランティアとその役割
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ボランティア数 10人

個 体 管 理

捕 獲 行政スタッフと現地ボランティアによっ
て猫の捕獲作業が行われました。
近隣住民へ捕獲器の設置について
周知し、猫が捕獲された際に連絡
が入る体制ができていました。

運 搬

行政の公用車やボランティアが手配
した車両で、猫を手術場所やリター
ンする場所まで運搬します。

手術場所に到着したら、猫の特徴
を確認したり、体重を計ったりといっ
た個体管理のサポートをしてもらい
ます。



doubutukikin

doubutukikinボランティアとその役割
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ケージの準備や洗浄など

手術前の準備など

手術前に必要な毛刈りなどの準備
もお手伝いいただきました。

術後の見回りなど
術後の猫の様子を確認したり、
翌日の捕獲に備えてケージを準
備したり、使用したケージの洗浄
も大切な作業です。
10人という少ない人数ながらも
積極的に取り組んでいただき、大
きなご助力をいただきました。



doubutukikin

doubutukikin手 術 数

手術数

不妊手術（オス・メス）、3種混合ワクチン、補液、
ノミ・ダニ・回虫の駆除（レボリューション）、負傷治療など
【診療以外】耳先のV字カット（さくら耳）、爪切り、耳掃除、ブラッシング
など

処置内容

オス メス 耳カットのみ 計

7月14日 18 16 0 34

7月15日 13 10 0 23

7月16日 8 7 0 15

7月17日 5 1 0 6

5

【捕獲数】 78頭
【手術実施数】 78頭 内訳：オス44頭、メス34頭（内妊娠1頭）



doubutukikin

doubutukikin猫 オス・メス・毛色

8

茶白
37%

グレー
18%

白
13%

白黒
11%

三毛猫
8%

茶トラ
6%

黒
6%

サバトラ
1%

さび
0%

キジトラ
0% 白サバ

0%

その他
0%

手術猫の毛色

茶白 グレー 白 白黒 三毛猫 茶トラ 黒 サバトラ さび キジトラ 白サバ その他

56%

44%

十島村 手術猫の性別

オス メス 耳カットのみ



doubutukikin

doubutukikin獣 医 師
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どうぶつ基金 執刀医： 山口 、石渡



doubutukikin

doubutukikin手 術 後 の 様 子
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手術の翌朝、猫たちの健康状態を確認して放します。



doubutukikin

doubutukikinま と め
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当初予定していた100頭より少ない一斉TNRとなりましたが、十島村役場や住
民ボランティアの方々の協力を得て、78頭に不妊手術を行うことができました。出
張手術前に発生した集中豪雨によって命を落としてしまった猫がいたことが残念で
なりません。

現場となった１つの集落では、すでに猫の問題が住民トラブルに発展していました。
不妊手術を終えたことで、これ以上猫の数が増える心配はなくなり、夜鳴きやケン
カ、糞尿被害も激減して、ヒトと猫が共生する穏やかな島の暮らしが戻ってくるで
しょう。
今回は、行政が「駆除ではなくTNRによる共生」のための予算を組んで事業化
しました。この事業を通じて、行政と地域が連携して猫の問題に継続的に取り組
む、その土台ができたと感じます。これが全国のノラ猫対策の見本になれば幸いで
す。

十島村中之島の猫たちは一代限りの命を健気に生きる「さくらねこ」となりました。
今後も皆様とともに、十島村の猫たちを温かく見守っていきたいと思います。



doubutukikin

doubutukikin事業成果報告・自己評価書
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十島村から提出された事業成果報告・自己評価書（全4ページ）です。
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doubutukikin事業成果報告・自己評価書
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doubutukikin事業成果報告・自己評価書

14
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doubutukikin事業成果報告・自己評価書
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doubutukikin

doubutukikin
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十島村よりお礼状が届きました！
このようなお礼状をいただき、参加した獣医師、スタッフともにお役に立てた喜びを
あらためて感じています。
今後も、猫の問題を地域で解決するための土台づくりや、中之島以外の有人島
での対策など、よきパートナーとして協力してまいります。



doubutukikin

doubutukikin
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公益財団法人どうぶつ基金

十島村役場の皆様

十島村ボランティアの皆様
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